








A.研究目的 

近年発見されたレプチンは、脂肪細胞から産生されるホルモンとして注目されている。レ

プチンは摂食の調節作用を有することから、肥満やヤセ状態において、その病態に関与し

たり病因となったりする可能性がある。また脂肪組織量の指標としての意義もあり、その

他の性成熟などとの関連も興味深い点である。 

生活習慣病として肥満は中心的疾患であるが、特に成長に伴う変動は小児において重要な

ものである。レプチン濃度の適切な評価やその意味づけは、これらの点から詳細な検討が

必要なテーマであろう。我々は本年度の研究として、肥満のより詳しい解析を可能にする

ために、小児期から思春期にかけての血中レプチン濃度の、年令に伴う変動と性差につい

て検討した。これらはライフスタイルの調査やその解析の基礎となる研究である。 


